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プーチンとトランプの電話会談 ② ４月１日

プーチン大統領はウクライナ侵攻を中断しているようです。

侵攻の最大の目的であった、ウクライナの多くの生物兵器研究所の爆破・攻略は終わったようです。

ウクライナ軍の兵器保管所や飛行場の爆破などもほとんど済ませたようです。

ウクライナ側は、相変わらず、 ウクライナ軍の激しい反撃でロシア軍の侵攻を防いでいる、

数百人が避難していた劇場がロシアの空爆によって爆破され、３百人が死亡した、プーチン大統領は

経済制裁で追い詰められており、化学兵器や核兵器の使用の可能性もありうる、 などのフェイク報道

を流しています。

プーチン大統領は、生物兵器研究所や児童収容地下施設の、多数の明確な証拠を持っており

それらの全世界への公表の機会を窺っているのではないでしょうか。

トランプ大統領がデクラスを開始した時、同時に、プーチン大統領の情報開示も行われるのでは

ないでしょうか。

プーチン、ウクライナ浄化についてトランプを更新

By Michael Baxter -2022年3月17日（Real Raw Newsより翻訳）

昨日、ロシアの指導者ウラジーミル・プーチンが、西側諸国政府を「その場所」に追いやる力と意志を持っている

と述べたとき、主要メディアは騒然となった。しかし、世界中の報道機関は、この発言を適切な文脈で扱う代わりに、

再びプーチンが核戦争の脅威を訴えている、と報じた。

以前報告したように、プーチンとトランプは何度か電話会談を行い、プーチンは自分の真の目標、つまり西側が

資金提供している生物兵器研究所を破壊し、小児性愛者の組織を「粉砕」することについて説明し、トランプに

軍事的進展について報告を行った。 水曜日の夜の電話で、彼は自分の使命の声明を繰り返し、

犯罪者バイデン政権は、征服と世界征服を企む狂人として彼をさらに描くために、彼の発言を誤訳し歪曲し、

しばしば重要な翻訳を省略していると、マー・ア・ラゴ関係者はReal Raw Newsに語った。

「多くの世界的指導者と同様に、プーチンもバイデンを正当な米国大統領と見なしていません。

プーチンは何度も核のハルマゲドンを引き起こすことはないと言っていますが、バイデンチームは、彼がそうする

と世界に信じさせたいのです。 少なくともプーチンによれば、彼はウクライナから西洋の”疫病”と呼ばれるもの

を排除しており、すべての生物学的研究センターと貯蔵施設が説明されて一掃され、ウクライナ中のすべての

小児性愛者の巣を破壊したことが絶対に確認されるまで、やめるつもりはないという。

そして、隠れている西側の生物科学者をまだ追い詰めている」と、情報筋は語った。

プーチンの最後の更新の時点で、ロシア軍は19人の生物兵器技術者のうち7人を追跡して「排除」し、

スペツナスは5,000人以上の児童売買の被害者を解放していた。

「トランプ大統領、これはやらなければならない任務です。このクズどもを止めなければならない。

トランプ大統領、私のことを信じているのでしょう？」とプーチンはトランプに言ったと伝えられている。
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「私の気持ちは、ディープ・ステートが言うどんなクレイジーなことでも、その反対を信じることだ」と、

トランプは答えた。

さらに、情報筋によると、プーチンのアメリカの子供たちに対する優しさは、少なくとも部分的には、プーチンの

使命は正義であり、正当であるというトランプの信念を強固にしたそうだ。

ウクライナの児童売買キャンプに収監されていた5人のアメリカ人の子供たちが帰国し、家族と再会したのだ。

さらに、プーチンは、ロシア軍が民間人に犠牲を出さないように細心の注意を払いながら、生物兵器の貯蔵施設

を選択的に狙ったという反論の余地のない証拠をトランプに与えた。

その証拠には、大手メディアが放映を拒否している写真やビデオも含まれているという。

プーチンは、アメリカ人を傷つけることに興味はないと主張したが-ゼレンスキーに代わって武器を取らない限り-
ジョセフ・バイデンとボリス・ジョンソンの犯罪政権には同じことは当てはまらないのだ。

「プーチンはトランプに、米国と英国の政権メンバーに対して”見殺しの命令”を出したとはっきり言った。

もし彼らの誰かがロシアやウクライナで目撃されたら、それはオープン・シーズン（狩猟の解禁期）だ」と、

我々の情報筋は語った。

プーチン、ウクライナで生物兵器技術者の首を切る

By Michael Baxter - 3月23日(Real Raw Newsより翻訳)

戦争に勝つまで最後の更新になると言っていたロシアのウラジーミル・プーチン大統領は、金曜日、

ドナルド・J・トランプ氏に、ロシア軍がキエフと他のウクライナの都市で捕えた12人の国際生物兵器エンジニアの

処刑を命じたと、マール・ア・ラゴの関係者が話したと述べた。

プーチンは技術者たちを国際犯罪者と呼び、ウクライナはもはや欧米の「害毒」の温床にはならないと述べた。

この言葉は、彼が生物兵器施設や児童売買組織に言及する際にしばしば使ってきたものである。

共同処刑と呼ぶにふさわしいもので、軍司令官が12人の犯罪者を集め、プーチンの命令で一人ずつ首をはねた

のである。 死刑囚は、最後の一人を除いて、その残酷な光景を見ることを余儀なくされた。

多くの死刑囚は、仲間の首が切り落とされるのを目の当たりにして、恐怖のあまり命乞いをした。 目を閉じようと

する者もいたが、ロシア兵は親指でその目を無理やり開かせた。 半数は首を切り落とされる前に小便をした。

プーチンは、ウクライナの土地で大量破壊兵器を製造した生物兵器コンソーシアムのCEOたちに、明確で純粋な

メッセージを送りたかったので、彼らを生きたまま捕らえたと語った。

「プーチンはトランプに、処刑はビデオで撮影され、そのビデオをそれらの研究所を建設した責任者に送るつもりだ

と言った。 彼はまた、殺されたグループの中に2人のアメリカ人の『汚物とクズ』がいた、彼らの斬首のビデオは

DARPAに送られると言った」と、我々の情報筋は言った。 国防高等研究計画局（DARPA）は、米国国防総省の

研究開発機関で、軍で使用される新技術の開発を担当している。

プーチンは、DARPAがウクライナ中央部にある2つの生物・化学研究施設を支配していたと主張した。

「トランプ大統領、ロシアではこうする。 長い裁判も、時間を浪費する法廷もない。

この人たちは捕まえたから有罪だと分かったのであって、無実なら追いかけない。
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2人のアメリカ人が殺されたことをお知らせするのは、残念でなりません。

彼らは犯罪者だったのだ」とプーチンはトランプに言ったと伝えられている。

「プーチン大統領、あなたは自分が何をしているのか分かっていると思うし、率直に言って、正しい考えを持って

いると思う。 これらの研究所で起こっていることは、大きな不名誉であり、大惨事だ」とトランプは答えた。

最後に、プーチンはトランプ大統領に「戦争はほとんど終わった」と言ったが、「ほとんど」がどれくらいの期間

なのかは解明しなかった。

プーチンの首切り処刑は残酷で凄いですね。 犯罪の抑止力としては強烈な効果はあるでしょうが、

処刑された研究者の中には、それなりの事情があった人もいると思うのですが。

ロシアのデクラスでは、この映像が放映されるのでしょうか。

プーチン大統領の「戦争はほとんど終わった」という発言からは、首都キエフを占領する意図はなく、

多数の生物兵器研究所と研究の確かな証拠を、国際社会に公表する機会を窺っているのでしょうか。

ウクライナ側の報道は、全てがプロパガンダです。

その中でも、世界に大きな衝撃を与えたのが、３月１６日に、ロシア軍が、子供を含む数百人の人々が

避難生活をしていた劇場を空爆したという報道です。

【ウクライナ侵攻】「数百人避難」の劇場、爆撃で完全に破壊。

建物周辺にロシア語で「子ども達」と書かれていた

3/17(木) 16:24配信 ヤフージャパン・ニュース

破壊される前のドネツク学術地域演劇劇場

ロシア軍による包囲が続いているウクライナ南東部の都市マリウポリの中心部で3月16日、演劇劇場が空爆で

破壊された。 ウクライナ外務省によるとロシア軍の砲撃で家を失った数百人が劇場に避難していところ、

ロシア軍が強力な爆弾を投下したという。【安藤健二・ハフポスト日本版】

アメリカの宇宙開発企業「マクサー・テクノロジーズ」が14日に撮影した衛星画像では、建物の前後にある広場

にはロシア語で「子供たち」（детей）と大きく描かれていた。 民間人の子ども達が中にいることをロシア軍に

訴えていたものとみられる。
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ウクライナ外相「ロシアがここが市民の避難所だと知らなかったはずはありません」

ウクライナのクレバ外相は16日、以下のようにロシアを非難するツイートをした。

「マリウポリで、また恐ろしい戦争犯罪がありました。 数百人もの無実の民間人が避難していた演劇劇場

に大規模なロシアの攻撃です。 建物は完全に破壊。 ロシアがここが市民の避難所だと知らなかった

はずはありません。 マリウポリを救え！ロシアの戦争犯罪者を止めろ！

ロシア駐米大使館は「ウクライナの過激派の犯行」と主張

ロシア国営タス通信は、ロシアの駐米大使館の主張を伝えた。

それによると、ロシア軍が劇場を空爆したというアメリカのメディアの報道は「フェイクニュース」であり、

「民間人を人質に取ったウクライナの過激派が劇場を爆破した」と説明している。

マリウポリ市の公式観光サイトによると、この劇場の正式名称は「ドネツク学術地域演劇劇場」。

1959年に建設されたもので、トルストイ、プーシキン、チェーホフ、シェイクスピアなど国内外の作品を初め、

現代の作家や作曲家によるさまざまな作品が上演されていたという。

産経ニュース

露軍爆撃の劇場から１３０人救出 なお多数生き埋めか

マリウポリ攻防続く 停戦交渉、楽観論遠のく
2022/3/18 09:13

ロシアのウクライナ侵攻で、露軍の爆撃により多数の避難住民が

生き埋めになったとされる東部マリウポリの劇場について、

ウクライナのメディアは１７日、劇場から避難住民約１３０人が救出

されたと伝えた。 劇場には数百～１千人以上が避難していたとみら

れるが、露軍の攻撃が救出作業を阻んでいるという。

ウクライナのメディアによると、劇場の地下室には多数の住民が避難していた。 １６日の爆撃で建物が崩れ、

地下室への入り口ががれきでふさがれた。 地下室は無事とみられるが、露軍の攻撃でがれき撤去作業が

遅れている。 死傷者数はなお不明だという。

露国防省は劇場への爆撃を否定。 マリウポリを拠点とするウクライナ軍の特別部隊「アゾフ連隊」が劇場を

爆破したと主張した。

米英の国防当局が首都キエフ周辺などでの露軍の停滞を指摘する中、露軍はマリウポリに激しい攻撃を続け

ている。 露軍はマリウポリを陥落させ、東部の親露派支配地域と南部クリミア半島を陸路で結ぶ狙いに加え、

アゾフ連隊を壊滅させる思惑だとみられる。

アゾフ連隊は２０１４年のウクライナ東部紛争の勃発を機に結成された民族主義派の民兵組織「アゾフ大隊」

が母体で、後にウクライナ軍に組み込まれた。 ロシアは親露派への攻撃を主導してきたとして敵視してきた。

日本の公安調査庁はアゾフ大隊を「ネオナチ組織」と認定している。

一方、欧米メディアが「進展」を伝えた停戦交渉をめぐっては、ウクライナ大統領府長官顧問のポドリャク氏が

１７日、ツイッターで「交渉は複雑だ。 双方の立場は異なる」と指摘。 ペスコフ露大統領報道官も同日、

「ウクライナ側には妥結への熱意がない」と述べ、双方が早期妥結への楽観的観測を否定した。
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劇場空爆は、事前に、衛星画像まで撮影していて、アメリカのブラック米軍とウクライナのアゾフ連隊

のプロパガンダなのが、丸わかりな報道です。

空爆後の明確な映像が一つもない。 実際に建物はアゾフ連隊が爆破したのでしょうが、

救助活動の映像、けが人や死体の搬出の映像、などが無い。

被害者や、近隣の人々へのインタビュー映像が無い。

１６日の空爆から７日後の、２３日のゼレンスキー大統領の日本の国会でのオンライン演説でも

この大事件について一言も言及していない。

ゼレンスキー大統領のアメリカ国会でのオンライン演説では、現地の生々しい映像を放映していました。

日本のメディアでは、産経新聞だけが、「犯行はアゾフ連隊だ」、というロシア国防省の報道を伝え、

日本の公安調査庁はアゾフ大隊を「ネオナチ組織」と認定している、と書いています。

公安調査庁のこの見解を、日本の政治家では、どれほどの人が知っているのでしょうか。

どれほどの人が、知っていて黙秘しているのでしょうか。

この項目を作成している、今日、３月２５日になっても、ウクライナ政権は、劇場爆破の続報を発表

していません。 このお粗末なプロパガンダ報道の結末は、どうなってゆくのでしょうか。

アゾフ連隊は、民間人の家やアパートを砲撃して、ロシア軍の仕業だ、という報道も数多くしています。

アゾフ連隊はヤクザな愚連隊集団ですから、民間人の命を何とも思っていないのでしょう。

ウクライナ政権のバックには、今の政権を２０１４年のクーデターから育てた、アメリカのブラック米軍や

CIAなどがいますし、多くのディープステートの組織や人物（ジョージ・ソロスなどの）がいます。

以下の記事は、佐野美代子さんのブログからの抜粋です。

佐野美代子さんの情報は、真実も多くありますが、？情報もある、との認識を持っています。

真実で、重要だと思われたブログ記事を抜粋いたしました。

佐野美代子さんのYouTub（Miyoko Angel ）は、私のホームページの２０２１年の記事でも数多く採用

しましたが、全て削除されてしまいました。

Miyoko Angel １、Miyoko Angel ２、Miyoko Angel ３、は削除され、「YouTube のコミュニティガイドライン

に違反していたため、このアカウントを停止しました。」という表示がでます。

Miyoko Angel Qは作動していて「ロシアとウクライナ情勢」が３月４日に投稿されています。

この動画は是非ご覧ください。 いつバンされるか分かりませんが。

ロシアとウクライナ情勢
29,408 回視聴 2022/03/04
Miyoko Angel Q チャンネル登録者数 1.32万人

前略 今ニュースでは、とんでもない報道をしています。

真逆の報道をしているので、あわててこの動画を上げることにいたしました。

生物兵器研究所、アメリカが資金提供していたものが幾つもウクライナにあるということで、

特にオデッサではかなりの数があります。 １３ぐらいかな、キエフが４つ、他にもあります。

⑤



https://ameblo.jp/sano-miyoko/entry-12732979298.html

https://ameblo.jp/sano-miyoko/entry-12732770656.html

中略

オデッサとかキエフには非常に大きな地下基地やトンネルがあって、そこに大ぜいの子供たちが閉じ込め

られていて、それを救出しに行っているのがロシア軍、プーチンなんですね。

中略

ウクライナの今のゼレンスキー大統領というのは、２０１５年から２０１９年までコメディアンだったんですよ。

そして、役者でもあったんですが、不正に大統領になったんだと思います。

この方はカザリアンの血筋なんですね。

ウクライナはディープステートの支配が強い国だから、国民もさんざんな目にあって、３０年間に２６万人の

ウクライナ人が人身売買のぎせいになっているといいます。

特にウクライナのロシア人がターゲットになってきたんです。

以下略

ウクライナ軍はロシア軍と敵対していません

2022-03-20 22:12:36 テーマ：世界の真実

Q ザ・ストームライダー /公式ページより転載です。

ウクライナ海軍の船は無人化されている。 すべてのコンピューターは、コードを開いたまま放置されている。

-提督・艦長のログが残されている。 船から持ち出されたファイルや、破壊されたファイルはありません。

多くのウクライナ海軍艦艇は、すべてを開放し、すべての大砲、コンピュータ、ロシア軍用のデータを残している。

戦闘は行われなかった。 ウクライナ軍はハードウェアの破壊、コンピュータの奪取、ログの奪取、軍需品の

奪取などをする時間は十分にありました。 しかし、すべてのものが、そのままにされていたのです。

現在、海軍の幽霊船が放置されている映像がたくさん出回っている。

ーーー面白いですね...。
ウクライナ軍は明らかに、ロシアが軍用コンピュータのデータシステムを発見し、

調べられるようにすべてを残したのです。

ウクライナ陸軍はアゾフ連隊が主導権を握っていますが、海軍はホワイトのようです。

陸軍では、ロシア軍に降伏しようとしたウクライナ兵士たちを、アゾフ連隊が処刑しているそうです。

ロシアが日本のためにしてくれたことを思いしてください

2022-03-19 18:44:27 テーマ：世界の真実

ウィキペディア 『ウォロディミル・ゼレンスキー』

俳優としてのキャリアを積む前、キエフ国立経済大学（ウクライナ語版）で法学の学位を取得した。

その後、コメディーを追求し、制作会社Kvartal 95（ウクライナ語版）を設立、映画、漫画、テレビ番組を制作しており、

ウクライナ大統領を演じたドラマ『国民の僕（ウクライナ語版）』もその一つである。

同シリーズは2015年から2019年にかけて放送され、絶大な人気を博した。

『国民の僕』 がテレビ放映中の２０１９年に大統領選挙が行われ、ゼレンスキーが当選しました。

古代からカザリアンは、子供を生贄にする悪魔儀式を行う民族で、周辺の国々から恐れられた。

2011年震災があり、ロシアが日本の代わりに世界選手権を開催してくれました。

当時、私はロシアにとても感謝しました。
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ウクライナの生物化学兵器研究所 カバール、バイデン政権などが資金提供していました

ばら撒く予定でした とんでもないですよね

プーチンは世界平和のためにDSを退治しています。

マスメディアは嘘ばかり。

世界中のDSを退治しないと金融リセットもできないのです。

多くの人は自分で自分の首を絞めています。 真実を伝えてください。

新しい地球では、MEDBED（メゾベッド）、フリーエネルギー、綺麗な海や川、自然と調和した生活。

動物も子供も喜ぶ笑い声が聞こえて、お互いを思いやる美しい世界です。

すぐそこにあるのです。

人々が目覚めたらいけます。

さあ、行動を起こしましょう。

ウクライナの米バイオ研究所は特定人種の「民族浄化」のための

遺伝子兵器を世界中に提供していた！①
2022-03-27 Tanto Tempo

金融リセットで現在の通貨システムを廃止し、金銀などの裏付けのある通貨システムが始まります。

はじめに

私は３月にStew Peters Showに参加してプーチンがウクライナの生物兵器研究所を粛清したことについて、

２回インタビューを受けた。

＜１回目＞プーチンの秘密の戦争：ウクライナの生物兵器研究所が暴露された

＜2回目＞ぞっとするようなロシアの報告：ウクライナのバイオラボが民族浄化のための特殊な生物兵器を

製造している。

これらのインタビューはネットで急速に拡散された。

この記事は、上記インタビューの内容に加えて、さらなる研究のための裏付けとなる証拠、リンク、文書を

提供するものだ。
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5. ウクライナの米バイオラボは特定の民族のエスニック・クレンジング（民族浄化）を行った。

ロシアは、ウクライナにある米国のバイオラボが特定の民族をターゲットにした遺伝子生物兵器を作成し、

人種に応じた民族浄化を行ったことも明らかにした。2021年12月に発表された科学的研究によると、

ヨーロッパ人が最も標的とされる民族である一方、アシュケナージ・ユダヤ人（ハザール人）はいかなる

遺伝子改変にも全く無縁であることが判明した。 これは悪事を証明する証拠である。

これであなたも「Covidテスト」という名目のDNA採取用PCRキットの意味がよくわかるようになったはずだ。

あなたのDNAは彼らにとってはとても貴重なものなのだ。

＜訳注＞パンデミックの始まった当初、「日本は海外に比べて新型コロナの感染者や死者が少ないとされ、

"ファクターＸ"と呼ばれる日本人特有の未知の要因が存在しているという指摘がある」といった報道がたくさん

なされたが、上の図からはSars-Cov2(新型コロナウイルス)自体が東アジア人（日本を含む）には、あまり作用を

起こさないように設計され作られていたことがわかる。

１．アメリカは生物毒物兵器禁止条約第１条に違反した証拠を必死で隠そうとしている。

ロシアのウクライナにおける軍事作戦は、国際法に基づき完全に正当化される。 米国政府、国防総省、

NATOのパートナーは、「Covid-19予防プログラム」の名の下に30のウクライナの生物兵器研究所に資金を提供し

運営していたが、実は「ワクチン」ホロコーストのためのキメラ病原体をつくっていたのだ。

米国は生物兵器研究所を認めたが、1973年の生物・毒物兵器禁止条約第1条に違反した証拠を必死で隠滅

しようとしている。

国連は生物兵器施設を「公衆衛生研究所」と名付けることによって、この隠蔽工作に加担している。

腐敗した今までと同じメディアの策略とプロパガンダが、今日もカバールによって使われている。

ロシアとプーチンを極悪人のように宣伝し、混乱を紡ぎ出し、人々の間に分裂をもたらす偽りの物語を作り

出すために。 これはプーチンのシリアへの介入の際も同じだった。

衝撃のビデオが世界を震撼させた！

これがウクライナ/ネオナチの正体だ。
2022-04-01 Tanto Tempo

ウクライナのゼレンスキー大統領とアゾフ大隊らのネオナチがやっていることの真実が報道された。

あまりの恐ろしいビデオに震え上がる。

ウクライナ当局は全世界にこのことが暴露され、大いに慌てて「断じて許されない行為だ。直ちに調査する」など

と取り繕っている。

日本の、また世界の主流メディアは新型コロナウイルスとワクチンだけでなく、ウクライナについても虚偽の報道

をしてきた。 世界の大衆はどこまで騙されなければいけないのか。
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CNNの報道 「ウクライナ兵がロシア兵捕虜を銃撃」の動画、当局が調査表明

（ＣＮＮ） ウクライナ北東部ハリコフ州でウクライナ軍の兵士らが捕虜のロシア軍兵士らをひざまずかせ、

銃撃した場面とされる動画が、インターネットに投稿された。ウクライナ当局はただちに調査すると表明した。

問題の動画は６分弱の長さ。ウクライナ兵らが、ロシア国境から約３０キロの同州オルホフカ村で活動していた

ロシア軍の偵察班を捕らえたと話す声が入っている。

ウクライナ大統領府のアレストビッチ顧問は２７日、ユーチューブ上のインタビューでこの動画について質問

を受け、「政府は非常に深刻に受け止めている。 ただちに調査する」とコメント。 事実だとすれば「断じて容認

できない行動」だと強調した。

Twitterやブログでも。

先日の記事の中で、ウクライナのネオナチが捕虜のロシア兵を撃っているビデオが載ったTweetを紹介した。

「ウクライナの兵士はロシアの捕虜の足を撃ち、その後彼らに激しい殴打を加える。 ビデオの冒頭では、足に

弾丸の傷を負って地面に横たわっているロシア人捕虜がる。 彼らの中には、足の骨が折れている人もいる」

「これは、ロシア軍が負傷した後に捕らえられたような印象を与えるかもしれない。しかし、そうではない。

ビデオの最後で、ウクライナの兵士が新しく到着したすべての囚人の足を撃っているのを見ることができる」

櫻井春彦という人の「櫻井ジャーナル」にはこのように書かれている。

マリウポリなどから脱出した市民が「アゾフ大隊（アゾフ特殊作戦分遣隊）」の実態を告発しているが、

そうした市民によると、アゾフ大隊によって建物は破壊され、人びとは拷問され、殺された人も少なくないようだ。

若い女性はレイプされているという。

別の映像や記事もあるが、そうした市民によると、アゾフ大隊によって建物は破壊され、人びとは拷問され、

殺された人も少なくないようだ。若い女性はレイプされているとも告発されている。

アゾフ大隊の恐怖支配から逃れた市民の証言をウクライナ政府が封印する動き

2022.03.31 櫻井ジャーナル

マリウポリから脱出した市民が「アゾフ大隊（アゾフ特殊作戦分遣隊）」の実態を告発、西側の政府や

有力メディアが描いてきた「勇敢な市民が邪悪な侵略軍に立ち向かい、勝利する」という「ダビデとゴリアテ」的

なストーリーが事実でないことを明らかにしている。（例えば、ココやココ）

脱出して間もない市民の声が外へ伝えらているのは現地で取材している記者がいるからである。

例えば、ドンバス・インサイダーの記者によると、彼女はフランスの有力メディアTF1やRFIのほか、ロシアや

イタリア人の記者とマウリポリへ入ったとしている。

早い段階で記事も出ているが、脱出した人の証言映像をツイッターに載せていた人もいた。

ところがその人のアカウントをツイッターは削除。 知られたくない事実だからだろうが、一部の映像は

インターネット上にまだ残っている。

しかし、西側の有力メディアは大多数が「ダビデとゴリアテ」話を維持するため、こうした証言は無視している

ようだ。 親衛隊の仲間である「市長」のコメントを伝えても市民の証言は伝えない。

それだけでは足りないようで、ウクライナやアメリカの政府にとって都合の悪い情報、つまり事実を伝える

ジャーナリストをウクライナ政府は国外へ追い出したり恫喝し始め、身の危険を感じるような状況になっている

という。 今後、ウクライナ政府は脱出した市民を拘束し、その証言が外へ漏れないようにするかもしれない。
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トランプ、プーチンにハンター・バイデンとオリガルヒの取引に関する

情報を公開するよう要請
2022-03-31 Tanto Tempo

マリウポリなど東部に住む人びとはロシア語を話し、多くは2014年2月のクーデターで排除された

ビクトル・ヤヌコビッチ大統領を支持していた。 つまり反クーデター派が多数を占めていた。

そこで反クーデター戦争を始めたのだ。 それに対し、ポーランドへ逃げ込んだ住民は西側に住む人が

多いはずである。

ポーランドへ逃げた市民について、西側メディアは文明度が高いとし、「目が青く、ブロンドのキリスト教徒」

だから助けなければならないと叫んでいた。

その一方でインド人やアフリカ系の人びとは脱出を妨害されたり、棍棒で殴打された人もいる。

アジア人も差別の対象だ。西側メディアもネオ・ナチと同じ価値観を持っていると言われても仕方がないだろう。

ドナルド・トランプ前大統領は、ロシアの指導者ウラジーミル・プーチンに対し、ハンター・バイデンが東欧の

オリガルヒと取引していたことについて、保有している情報をすべて公開するよう求めている。

当時のモスクワ市長の妻はなぜハンターの会社に350万ドルを提供したのか？

火曜日に放送されたリアル・アメリカズ・ボイスのテレビ番組「 Just the News 」のインタビューで、前大統領は

ロシアのオリガルヒ、エレーナ・バトゥーリナ（当時のモスクワ市長の妻）が10 年前に、バイデン大統領の息子

が共同設立した会社に 350 万ドルを提供したが、なぜお金が与えられたのかという質問に答えていないことを

明らかにした2020年の上院報告書を引用した。

「彼女は350万ドルを彼に渡したのだから、プーチンはその答えを知っているはずだ。彼はそれを公表するべきだ

と思う」とトランプ氏はフロリダ州のリゾート地マー・ア・ラーゴでのインタビューで語った。

「我々はその答えを知るべきだと思う」。

デラウェア州の大陪審は、ハンター・バイデンのビジネス取引について、税法違反、外国のロビー活動の問題、

マネーロンダリングの可能性を調査している。ハンター・バイデンは調査を認めたが、不正行為は否定している。

ブリスマとハンターの関係も明らかにせよ。

トランプ氏は、2014年にバイデンの御曹司を役員に採用し年間数十万ドルを支払っているガス会社ブリスマ・

ホールディングのオーナーであるウクライナのオリガルヒ、ミコラ・ズロチェフスキーとハンター・バイデンの関係

についてももっと知りたいと述べている。

当時、国務省はブリスマをウクライナ政府高官に賄賂を贈る腐敗企業とみなし、ハンター・バイデンの父親

（当時副大統領だったジョー・バイデン）がアメリカ―ウクライナ政策を監督していたため、ハンター・バイデン

との関係は利益相反の様相を呈しているとみなしていた。

今年1月にJust the Newsが入手したメモでは、国務省高官がハンター・バイデンの同国での取引は米国の腐敗

防止政策を損なうと警告していたことも明らかにされている。
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プーチンなら喜んで答えを出すだろう。

バイデンのビジネス取引を調査するためにウクライナに協力を求めたことを巡って2020年に弾劾されたこと

に言及しながら、「今、ウクライナからは回答を得られないだろう」とトランプは嘆いた。

トランプ氏は、2020年の選挙中にハンター・バイデン氏とオリガルヒの取引について

問題提起しようとしたが、当時のFox Newsのアンカー、クリス・ウォレス氏にシャットアウト

されたと語っている。

「モスクワ市長とその妻がバイデン一家に350万ドルも渡したのはどうしてだ？

今のプーチンなら、おそらく喜んでその答えを出すと思う」とトランプは言った。

「彼は知っているはずだ」と。

プーチンからトランプへ "ワシントンD.C.の沼の水を抜くのを手伝える"
By Michael Baxter -2022年3月31日（Real Raw Newsより翻訳）

ロシアのウラジーミル・プーチン大統領は火曜日、1週間の沈黙を破り、ドナルド・J・トランプ大統領に、

ウクライナの腐敗を一掃したら、喜んでワシントンDCの沼の水を抜くのを手伝う、と言ったと、

マール・ア・ラゴ関係者は匿名を約束して語った。

「私の助けが必要なら、そう言ってください。ロシアの沼をいかに早く、効率的に排水するかを教えてあげます。

ワシントンの沼の水を抜くのを手伝えます」とプーチンは言った。

プーチンの冗談は、トランプに、ウクライナでの特別軍事作戦が勝利するまで暗躍し、沈黙すると言った

1週間後のことだ。 彼はさらに、電波の沈黙を破る気はないが、米国が支援するロシアの政権交代に対する

ジョセフ・R・バイデンの反発が、彼が米国の正当な大統領と考える人物に電話をするよう促したと述べた。

それはドナルド・J・トランプだ。

普段は理解不能なバイデンが、はっきりとこう言ったのだ。

「この男（プーチン）は権力の座に留まることはできない」。

外国の政権交代を提唱することは宣戦布告に等しいが、西側諸国にとって幸いなことに、プーチンの

ユーモアのセンスは犯罪者バイデン政権への反感を覆い隠してしまったのである。

トランプ大統領に向かって、プーチンはバイデンを、右と左、上と下が分からないほど多方向に糸を引かれた

方向音痴のマリオネットと呼んだ。

「ジョー・バイデンという男は、私を愉快にさせる。 権力もないくせに、よくもまあ、あれだけの権力を持って

いるふりをし、人々に信じ込ませることができるものだ。

問題は、人々が彼を信じ、彼が本物の大統領であると信じていることだ。

ボリス・ジョンソン、エマニュエル・マクロン、スコット・モリソン、彼らはジョセフ・バイデンの話を聞いている」と

プーチンはトランプに言ったとされる。

「彼らは皆、ディープ・ステートだ」とトランプは答えたという。

「ディープ・ステート、死んだ国家だ。 裏切り者にどう対処するか分かるか？ 私は数人の友人を連れて、

臆病者が隠れるデラウェア州に行く。 問題解決だ」とプーチンは言った。

「あなたが成し遂げたことは途方もないことだが、ここの雰囲気はもっと慎重さが必要だ。

計画について話すことはできないが、何か途方もないことがすぐに起こるだろう」とトランプは言った。
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過去にそうであったように、プーチンは、西側のプロパガンダ的な嘘は、ウクライナから生物兵器研究所と

小児性愛者を取り除くための特別軍事作戦の成功に何の影響も与えなかったと言った。

やる気をなくしたロシア兵が命令に従わず、自分たちの装備を破壊し、誤って自分たちの飛行機を撃墜した

という話は、"CIAの空想 "だ。 さらに、キエフから軍隊を撤退させ、ウクライナ東部に配備するという最近の決定

について、西側情報機関が公に誤った報道をしたと述べた。

「トランプ大統領、この汚物どもはもっと嘘をつく。 我々はキエフで圧倒的な勝利を収めた。

小児性愛者を殺したり、逃亡させたりして、今度はウクライナの他の地域にある、より孤立した巣に目を向ける」

とプーチンは述べた。

また、プーチンは、彼の将軍たちが戦死したか、反乱を計画しているという西側の主張も否定した。

「我が軍は強く、集中し、毅然としている。 東欧はもはや西側の悪の拠点にはならないだろう。

トランプ大統領、私の言うことは真実だと分かっているはずだ。

我々はウクライナの2万5千人の子供たちを小児性愛者から解放した」。

『プーチンとトランプの電話会談 ① ②』 から推察されるプーチン大統領のウクライナ侵攻の真実と

世界の主要メディアの報道は、真逆です。

世界の多くの人々は、メディア報道を信じ、プーチンを非難し、ウクライナ支援活動を推進しています。

ウクライナへの義援金のほとんどは、実際にウクライナの人民のためには使われず、ウクライナ政権

に横領されてしまうことも知りません。

しかし、ディープステートが、メディア報道や脅迫や暗殺などを駆使して支配してきた世界は、今まさに

終焉のクライマックスを迎えようとしています。

プーチン大統領が先陣をきって立ち上がりました。

いよいよ、トランプ大統領とホワイト米軍が決起します。

デクラスの詳細なことは分かりませんが、ビッグニュースが世界中をかけめぐり、世界中が大混乱して

ゆくことでしょう。

２０２２年４月１日 松本安生
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